
第28回日本核医学会東海地方会・第37回日本核医学会北陸地方会　合同地方会

添加はむしろ特異的結合の低下を招いた．

　以上の成績から，標準曲線の作製と，酸水解尿

の稀釈には，6％BSAを含む0．2　N燐酸緩衝液

pH　7．4を用いることとした．また尿の酸水解の

条件は，等量の0．2N塩酸による30～36°C，24

時間の水解が望ましく，RIAに際してのpHは

65～7．5で値が変わらないことを確かめた．それ

故尿Aldの測定は，’酸水解尿を上述のbufferで

10倍稀釈し，Dainabot社製kitを用い，自製の

標準液によって標準曲線を作製する方法によった．

標準液はAld　16μ9／ml　ethanol溶液を，水で100

倍稀釈後，上述のbufferで稀釈した．本法の精度，

回収率，稀釈曲線は満足すべきもので，CIS社製

3H－Aldのkitによる測定値との相関も良好であ

った．正常者の平均は5．0土1．8μ9／day（M圭SD）

で，高アルドステロン症で高値，Addison病で低

値であった．

　結論：本法は病態をよく反映し，有用な測定法

といえる．

32．Glucagon　RIA　kitの使用経験
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　Dainabot　RI研究所のグルカゴンRIA　kitにつ

いて基礎的ならびに臨床的に検討し，われわれの

30Kを用いたPEG法と比較した．

　本法はB／F分離に2抗体法を用い，検体量が100

μ1と少量ですみ，標準液にcarrierを添加してい

る点に特徴がある．intra－，　inter－assayのCV（％）

は，それぞれ平均10．4，8．3であり，回収率および

希釈テスト共に良好な成績が得られた．kitとわ

れわれの測定法との相関係数は，44検体において

r＝0．848，Y＝0．25X＋50．5と相関はみとめられた

が，kitでは低値を示した．標識グルカゴンの純

度をロ紙電気泳動を行ない求めたが，損傷グルカ

ゴン，Free　1251はそれぞれ1．0，0．9％できわめて

純粋であった．正常人10名の空腹時グルカゴン値

は50～125pg／mlに分布し，平均72士26　P9／m1で

あった．一次性糖尿病患者に50gGTT，アルギニ

ン負荷試験を行なった成績では，われわれの測定

法による値と良く相関し，GTTではparadoxical

な上昇を示し，アルギニン負荷試験では過剰反応

を示した．

　以上のように，グルカゴンRIAキットは，基

礎的，臨床的検討により満足される成績が得られ，

十分実用に耐えうることが認められた．
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